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市場監視へのデジタル技術の活用状況について

 市場監視業務の高度化・効率化推進の観点から、以下の取組みを実施

・ デジタル技術を活用した、膨大な注文・取引データの効率的・効果的な分析、SNSやインター

ネット上の様々なデータからの不正の兆候発見

・ デジタルフォレンジックツール・情報システムの強化、デジタルフォレンジックツールに対応した

職員の技術向上

不公正取引の抑止に係る啓発活動について

 不公正取引の未然防止の観点から、多様なチャネルを通じた以下の情報発信を実施

・ 個別事案や「事例集」の公表等において、事案の意義、内容及び問題点を明確にした、具体的

でわかりやすい情報発信を実施

・ 「事例集」等を活用しつつ、市場関係者・学生に対する講演や関係専門誌等への寄稿を実施

・ ウェブサイトやXを活用して、勧告等の事案や各事案の意義等を要約した「市場のメッセージ」

を配信



海外当局との連携状況について

 クロスボーダー取引の拡大に対応する観点から、以下の海外当局との連携を実施

・ MMoUに基づくクロスボーダー取引に関する情報交換を積極的に実施

・ IOSCOの活動への積極的な参加

・ 海外当局との人的交流（職員派遣、国際的な研修参加等）

- 2 -



- 3 -

（参考）令和６年度 金融商品取引法における 課徴金事例集～不公正取引編～（１）
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（参考）令和６年度 金融商品取引法における 課徴金事例集～不公正取引編～（２）


